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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 8 16 1 1 3 2 6 8 1 1 0 0
9 * 0 0 7 12 1 1 3 1 6 7 2 1 0 0
35 * 1 2 0 2 0 0 4 0 2 2 1 1 0 0
37 * 0 2 1 3 4 4 0 1 3 4 1 7 0 0
55 * 0 3 2 8 0 0 2 3 5 8 1 4 0 0
0 0 0 0 0 1 1 2 2 1 1 2 0 0 0 0
7 0 0 3 7 12 0 0 3 0 1 1 3 1 0 0
8 0 0 0 1 1 0 0 1 0 3 3 1 0 0 0
29 0 0 0 1 2 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
99 0 0 0 2 3 4 4 0 2 0 2 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

1 0 0 0 0
1 10 29 60 11 12 18 10 28 38 11 15 0 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 0 2 12 19 5 5 4 0 3 3 2 0 0 0
2 * 0 4 2 6 0 0 4 0 4 4 2 2 1 0
12 * 0 0 7 16 0 2 3 2 4 6 4 1 0 0
18 * 1 4 1 2 1 2 3 1 3 4 1 4 0 0
23 * 0 1 0 1 0 0 4 0 3 3 2 3 0 0
4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 0 1 3 3 8 0 0 2 3 2 5 2 1 0 1
22 0 0 2 0 1 1 4 0 1 2 3 0 0 0 0
55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
2 16 25 53 7 13 20 7 21 28 13 11 1 1

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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流通科学大学
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２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.09.28
京都産業大学開始時間 11.00.00

会　　場 近畿大学記念会館

京都産業大学

Ｆ
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敗チーム

流通科学大学

男子

戦評
総括、2次リーグが始まった1日目の第1試合は、京都産業大学と流通科学大学の対戦となった。京産大は、勢い
のある流科大のオフェンスから堅実なディフェンスで守り抜き、優位に前半を進めていた。しかし、流科大は爆発力
のあるオフェンスが目覚め京産大を一気にたたみかけようと試みる。しかし京産大は的確なオフェンスで流科大の反
撃を許さなかった。流科大の猛追も一歩及ばず京産大が2次リーグ初戦を勝利に飾った。
第1ピリオド、流科大＃12南家のミドルシュートから試合が始まる。高さで勝る京産大は＃9坂井、＃6井林などイン
サイド中心としたオフェンスで得点を重ねる。対する流科大は＃12新宅、＃1藤原のミドルシュートで対抗する。流科
大はリバウンドをとれずに苦しむ中、長身の＃14杜を投入する。この交代をきっかけに流れを少しずつ呼び込んで
いく流科大。またディフェンスのプレッシャーを激しくし京産大のミスを誘う。しかし序盤の京産大のリードが大きく20-
19で京産大の1点リードで第1ピリオドを終える。
第2ピリオド、開始とともに点の取り合いで両者一歩も譲らない展開となる。その中、京産大は激しいディフェンスか
ら速攻を出し、少しずつ点差を広げる。流科大はミスも重なり、たまらずタイムアウト。しかし流科大は第1ピリオドでは
よく決まっていたミドルシュートが落ち始め、苦しい展開となる。京産大は高さを生かしリバウンドを量産する。結果流
れは京産大に傾き始め38-27、京産大の11点リードで前半を折り返す。
第3ピリオド、後半開始お互い激しいディフェンスで得点出来ない。しかし流科大#1藤原の連続得点で突破口を開
き流科大は勢いに乗る。流れを断ち切りたい京産大はタイムアウトをとり立て直しをはかる。京産大は#37大西の
シュートなどで点差を広げたいが、流科大#1藤原の勢いを止めれず得点を量産される。第3ピリオドは流科大が主導
権を握る形となり53対47の京産大リードで最終ピリオドへ。
第4ピリオド、京産大は#7野末のシュートで始まり流科大の反撃を阻止したい。しかし流科大#1藤原の勢いはおさ
まらない。#12新宅の個人技もあり点差を4点とする。対する京産大は#9坂井の高さを活かした攻撃徐で々に得点を
伸ばし流科大の猛追を許さない。流科大はゾーンディフェンスに変え京産大の攻撃リズムを狂わせようと試みる。だ
が京産大も粘りのディフェンスを見せ相手のターンオーバーから速攻を出しリードを保つ。流科大は#14杜の3P
シュートで反撃を見せ、流科大はファウルゲームで逆転をはかるが京産大はフリースローをきっちり沈める。流科大
の勢いも一歩及ばず72対63で京産大が勝利した。
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